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　西洋医学では、病名が決まらないと治療方針はまとまらない。一方、東洋医
学は、自己調整能を高める治療法であり西洋医学の到達できない難病や原因不
明の病態に深く踏み込み、治療し得る手段となり得る。
　中医学の奥義「三焦の意義」を、はじめて明確に定義し紹介。西洋医学的側
面からみた新しい鍼灸医学の書である。

ゴ ー ル ド キ ュ ー ピ ッ ド

〒174-0056 東京都板橋区志村 1-13-15
tel. 03-5970-7421  fax. 03-5970-7427
https://www.kokusho.co.jp

国書刊行会

Renaissance of the Acupuncture
東洋医学から西洋医学への異議申し立て

認知症の患者数は年々増加し、高齢者の 5 人に 1 人が認知症を発症するといわれる。社会問題も発生し、患者
への対応や家族の負担が課題になっている。川並先生は、天津中医薬大学の韓景献教授とともに、脳の海馬を
活性化する三焦鍼法を研究し結果を出されている。人生１００年時代の明るい兆しである。

川並先生とは米国国立衛生研究所（NIH）に留学した同門である。医学の一つは先端的医学、もう一つは有効で
あるのに原理が不明な東洋医学。普通の医師が切り捨てて見ないようにしている世界を、真面目な医師は東洋
医学による人々の反応を見て、なんとか世界の医学にしたいと努力する。本書はその努力の結晶である。

加齢に伴う変化は止めることができないと思われて来た。川並先生は、鍼による認知症治療の可能性の追求に
情熱を注がれてきた。その三焦鍼法が、日本語の書籍として初めて体系的に紹介される。今後、明確な根拠を
もって汎用できうるものとなるかもしれない。高齢者医療の現場で本書が活用されることを期待する。

病理学の専門家であった川並先生は、三焦鍼法と出合い、東洋医学の道に進む。認知症治療に効果のある治療
法として中医学、三焦鍼法の日本の鍼灸師への教育、臨床研究、普及に尽力されてきた。本書は、長年にわた
る先生の西洋医学の造詣がなければ成しえなかった到達点であり、新たな医療の出発点である。
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あとがき 廉隅紀明

キューピッドの黄金の矢で射られると
人は恋に目覚め、身も心も燃え上がる。
鍼灸師認定資格 Gold-QPD には、黄
金の矢を鍼におきかえ、さまざまな症
状に悩む人々に健康と生きる喜びをも
たらすという願いが込められている。

ゴールドキューピッド

人類の智慧 として甦る。実践医学がいま
東西融合医療における
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